
札幌彫刻美術館友の会会報              2012年 7月 

 

№40 
街なかの美を守ろう          （題字 國松 明日香） 

 

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

《the  Midnight  Circus》   浅井 憲一 

（2 ページに「作者の言葉」） 
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            10  作者の言葉  

 2009年、東京・六本木のストライブハウス・ギャラリー

の企画展で制作した作品です。 

 無数の小さな箱が昆虫のような足を出して動き回り、ま

た、箱に戻る。そんなイメージで、空間それ自体が動くよ

うな作品になればと思い制作しました。その後、2010 年

春に、音威子府のアトリエ 3 モア、そして 2011 年夏、札

幌のギャラリー・創でも展示しました。  （浅井憲二）                                                                                           

 

連 載                              本郷新記念札幌彫刻美術館 

 

                

三角山小学校の児童 

職員 松島 幸和 

  

昨年３月の初めのことです。近くの三角山小学校の６年生が、小学校での最後の授業と

いうことで、当館を訪ねて来ました。総合学習の一環として、３年生の時たびたび訪れており、

今回、小学校を卒業するに当たって再度訪ねて来たというわけです。当館へのお礼のセレ

モニーもあるとのことで、初めて立ち会う私にとって、どうなるか楽しみでありました。 

一通り展覧会を見終わったあと、私たちの前で数人の児童が、本郷新の作品で好きな作

品、見方について発表しました。その後、合唱で卒業式のテーマ曲「君の笑顔が好きだか

ら」を聴かせてくれました。この種の歌声に弱い筆者はウルウル。「これがあるから教員生活

36年…」と教員経験が豊富な館長。然り、私はうなづきました。 

 ところでこの光景、決して派手ではありませんが、本郷新の作品とこの美術館がしっかりと

子どもの心に印象付けられたためと信じております。これもまた、当館のミッションであると思

っているが故であります。 

 このことは、当館が本郷新という作家に特化した美術館だから、そして開館して30年という

年月がもたらしたものでもありましょう。また、この宮の森という住宅地に位置しているロケー

ションがもたらした結果と言えるかもしれません。 

 これらのことを踏まえながら、地道に、しかも着実に今日も美術館は歩み続けます。 

 

タイトル：「the Midnight Circus」 

設置場所：作者所蔵 

制作年 ：2009年 

素 材 ： 鉄 

サイズ ：  
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風見鶏 

   ちえりあと彫刻 

                                   前川 公美夫 

（財団法人札幌市生涯学習振興財団理事長） 

 

札幌市生涯学習総合センター「ちえりあ」の

１階、メディアプラザにある視聴覚センターは、

２万９千点を数える映像および音楽ソフトの供

用などのほか、「デジタルアーカイブス」のサー

ビスも行っている。所有する自主制作の教材

映像ソフトをインターネットで見ることができるよ

うにしたサイトである。 

この春、新作７本が加わって、作品は総計

180本となった。そのうち「図工・美術」の９本は

多くが野外彫刻をテーマとした作品で、札幌

彫刻美術館友の会に毎年のように制作してい

ただき、充実が図られている。 

 野外作品のほかにも市民が彫刻に触れるこ

とのできる場所は美術館やビルのロビーなど

あちこちにあり、ちえりあもそうした場のひとつ

である。 

 12 年前の開館時、「時」をテーマにした９人

のアーティストの作品が館内各所に設置され

た。平面作品や写真、フロッタージュ、緞帳
どんちょう

も

ある中、彫刻では伊藤隆道さんの「むかう・時

間・みらい」が南側のサンクンガーデンに据え

られ、深井隆さんの「時空の旅」が北側ロビー

吹き抜けの２階から６階にかけての壁面を彩っ

ている。そして、國松明日香さんの「移ろう月」

は、ちえりあホールのホワイエ壁面に弧状に並

べられている。 

 一昨年、開館 10周年の記念事業を 10本開

催した中に、國松さんによる「ちえりあアーティ

スト『10 年前の私と今』」という催しがあった。１

階のミニギャラリーにほかの作品も展示し、会

期中の１日、作品を前にして國松さんが 10 年

間の制作ぶりを話すという企画で、熱心なファ

ンが集まった。 

 下打ち合わせでホールのホワイエに入った

時、國松さんが「うーん」とうなった。作品「移ろ

う月」は白い壁面の上部に取り付けられ、下部

には客席入口があるだけの造りだったはずな

のに、入口ドアの脇に場内案内が貼られ、雰

囲気を損ねていたのだった。指摘を受けて場

内案内を別の場所に移したら、壁面がすっきり

した。 

「移ろう月」はホワイエで見上げるのもいいの

だが、誰でもいつでも入れる場所ではない。で

も、中の照明がともされているときに北側２階の

テラスに設けられた窓から覗き込むと、月の満

ち欠けの移ろいがコマ送りのように見えて味わ

いがある。見るタイミングを合わせるのは難し

いのだが、私の“お宝”アングルである。 
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人と環境を繋ぐもの 

                      伊達 昌広  

（一級建築士事務所伊達計画所代表取締役） 

先日、しばらくぶりに洞爺湖町の「洞爺

湖芸術館」にメンテナンスを兼ねて顔を出

してきました。 

 砂沢ビッキと洞爺湖国際ビエンナーレの

作品が並ぶこの芸術館は旧洞爺村役場庁舎

を改築して平成20年4月に出来ました。全道

でも珍しい町民の寄付によって運営管理さ

れている町民主体型の美術館で、町民に愛

されるアート空間がここに根付いています。 

 さて、札幌の街中にあるビルディングで

すが、そこには必ずといって良いほどアー

トワークがあります。しかし、それらはビ

ルの住人にとっては装飾の一部に過ぎませ

ん。バブル時代、繁栄のステータスのごと

くビルが建ち並び、アートワークもおのず

と競争するように飾られていくようになっ

たのでしょう。しかし、すべての作品がそ

うとは言えませんが、それらのアートも老

朽化と経済的な面から取り壊されていく建

築とともに消え去っていったものも多いと

思います。 

時代とともに変わっていくのは仕方のな

いことですが、建築もアートの世界も、物

としてとらえられ、採算性のないものは排

除するという合理性が優先される現在にお

いて、私は、物として扱われない建築やア

ート、流行やファッションに流されない空 

間を提供できないかものかと自問自答する

中で建築の設計を行っております。 

その中で、私がかかわる「STV北2条ビル」

（札幌市中央区北2西２）には「エントラン

スアート」と名づけられた空間があります。

ここはビルのエントランスを利用したギャ

ラリーで、STV興産のご厚意もあって、企

業が支えるギャラリーとして成り立ってい

ます。ここ

は毎日、出

入りする

1000人も

の人の目

に触れる

展示空間

であり、出入りする人はおのずと観客とな

る仕組みです。 

 ここに来る人たちにとって、（もちろん事

務的に仕事を進める合理主義の会社がそこ

には存在するわけですが)月1回入れ替わる

展示作品はいつも新鮮で、働く空間のオア

シス的な役目を果たしていると思います。

もちろん主催する側にもメリットがあり、

アートがあることでビルとしてのイメージ

アップはもとより、入居率100％で、貸しビ

ルにありがちな、粗雑な使われ方はなくな

ったと思われます。アートが建築に繋いだ

結果だと思っております。 

 アートのあり方はその場所により異なっ

てはいますが、最後は文化と環境が人を育

ててくれるのではないかと思うのです。 

（写真はSTV北2条ビルの「エントランスアート」の 富

原加奈子さんの作品、撮影は写真家・並木博夫氏） 
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会報「いずみ」創刊40号特別寄稿 

 書き継いだ連載「ギャラリーシリーズ」 

    思い出深い芸術家との出会い         原 典夫（会員） 

 

私が札幌彫刻美術館友の会に入ったのは、

平成14年9月。妻の友人であり、「友の会」

創立に功績のある斎藤美年子さんに誘われ

て、栗山の米坂ヒデノリ美術館を巡るバス

ツアーに私も一緒に参加した。このツアー

が大変楽しかったのに感激して、夫婦で入

会し、創刊されたばかりの友の会の会報「い

ずみ」第1号を手にした。 

 本郷新とも関係の深い彫刻家の「本田明

二ギャラリー」が翌15年4月に開設されると、

友の会の橋本会長から、私の自宅にも近い

ので、このギャラリーの訪問記を書いて会

報に載せるようにと要請があった。しかし、

彫刻については全く素人の私は本当に困っ

てしまった。何回かギャラリーを訪れ、記

録や資料を読み、遺族の近藤泉さんにもお

話を伺って書いた600字ほどの原稿が会報

第4号に載った。 

 それ以降、18年7月の第16号までに12回、

「ギャラリーシリーズ」として市内にある

ギャラリー訪問記を書き続けた。訪問する

ギャラリーはもっぱら斎藤さんからアドバ

イスを頂き、時には妻と二人がかりでオー

ナーや主宰者と面談し、あるいは資料を見

て、開設された経緯、展示品や展覧会など

の紹介をした。如何せん、美術の専門用語

も分からない素人のにわか勉強では、焦点

が絞れず、表現も稚拙で、取り上げたギャ

ラリーにも、読まされた読者にも大変申し

訳なく、思い出しても汗顔の至りである。 

 その中で印象深かった方を挙げてみる。

まず、｢ギャラリー門馬｣の門馬よ宇子さん

は訪ねた時は83歳だった。油絵を始めたの

は50歳ごろ、全道展会員。70歳代後半には

現代抽象美術を指向された。ギャラリーの

入り口には、街に出る度に拾ったという鉄

屑で作った作品（インスタレーション）が

あり、芸術にこうした分野もあるのかと驚

いた。芸術に対する旺盛な制作意欲とこだ

わりのなさに感服した。85歳で2人の娘さん

（画家と陶芸家）との3人展の願望を果たさ

れた後、亡くなった。 

 次は「弥永北海道博物館」の弥永芳子さ

ん。彼女は本郷新と親交があった方だ。お

会いした時は85歳だった。現在は90歳を超

えているが、元気で活躍されているお姿が

最近、新聞で報道されていた。訪ねたのは3

月だったが、暖房のない部屋で立ったまま2

時間余り、立て板に水のような話しぶりだ

った。40歳過ぎから始めた北海道の貨幣、

砂金、砂白金などの研究と蒐集、話題の豊

富さと仕事への情熱に圧倒された。 

 ｢ギャラリーシリーズ｣のお蔭で、未知の

分野である芸術文化について大変勉強させ

ていただき、何人もの芸術をこよなく愛す

る人生の大先輩にもお会いできて貴重な経

験になったと大いに感謝している。 

「ギャラリーシリーズ」第 1回。まだタイトルがついていなかった。 
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友の会ニュース 

2012年度友の会総会開催 

「市民の愛蔵彫刻展」など新年度活動計画決める 

会則の改定、役員改選も可決 

 2012年度の友の会総会は5月19

日、札幌市民ホール（中央区北1西

１）で開かれ、新年度活動計画案、

予算案など6議案を可決した。 

 総会には会員50人が出席、冒頭、

橋本信夫会長は「今年は友の会30

年の節目の年として美術館を会場

にした愛蔵彫刻展など新しいプログラムを強力に進めたい。草の根に根

ざした市民運動を展開しよう」と挨拶した。ついで、議長に永喜多宗雄さ

んを選出、11年度活動報告案、同決算・監査報告案、12年度活動計画

案、同予算案、会則改定案、新役員改選などを原案通り可決した。 

 新年度予算案では前年度総会で指摘があった備考欄の説明を詳細に

記載したほか、外部からの助成金を得て行う活動が増えたことからクイズ

ラリーと彫刻企画展に伴う会計を特別会計として計上した。また、会則の

変更では会の活動実態に合わせて会員種別の明記、役員の人数、さら

に部会の設置なども盛り込んだ。 

 本年度は役員の改選期にあたり、役員数を是正するとともに新役員とし

て副会長に奥井登代さん、新たな幹事に古田重雄さん、斎藤ミサヲさん

を選出した。 

物の見方と芸術的価値 

北村清彦北大教授が講演 

総会修了後、引き続き講演会が開かれ、北大大学院

文学研究科の北村清彦教授（思想文化学専攻）が「記憶と忘却―芸

術的モニュメントの現在性」と題して講演を行った。 

 北村教授は 19 世紀の美術史家、アロイス・リーグル（1858―1905 年）

の代表的著作「末期ローマの美術工芸」などを引き合いに、それぞれの

時代の独自のものの見方によって芸術価値が決まるもので、たとえば芸

術の森野外彫刻の砂沢ビッキの作品が経年で倒壊しても、それをどのよ

うな立場で考え、価値付けをするかによってその保存方法も違ってくるな

どと芸術作品保存の難しさを指摘した。 

友の会会則一部改定 

    活動実態に合わせて 

 新年度総会で友の会の会則改

定案が提案され、原案通り可決し

た。 

 会則改定は昨年の総会で活動

の実態に合わせた見直しを指摘

されていたもので、会の目的、会

員と会費、役員数などの条項を一

部手直しした。 

 主な改正点は①目的を会の自

立的活動を前面にうたった②永

年会員制度の廃止時期を明示し

た③会員の種別ごとの会費を明

確にした④役員のうち、幹事、監

査の数を減らした⑤活動基盤とし

ての委員会を部会に改めた―な

ど。会則の改訂版を別途、全会

員に配布する予定。 

2012年度役員決定 

（任期 2年、○印は新役員） 

会 長  橋本信夫 

副会長        大内 和 

 同      ○奥井登代 

幹 事 

松原安男 長峯慰子 

猪股岩生 細川房子 

石川博司 高橋淑子 

久本由美子 常田益代 

岩﨑恵美子  ○古田重雄 

○斎藤ミサヲ 

監 査  吉田修子 
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友の会ニュース  

成功させよう！友の会企画展 

「市民の愛蔵彫刻展」開会迫る 

準備ラストスパートへ 

 友の会の今年最大の主催行事

となる30周年記念企画展「市民の

愛蔵彫刻展」の準備が8月29日開

会に向けて順調に進んでいる。 

 彫刻家の國松明日香さん、画

廊経営の大井恵子さんらを実行

委員に迎え、さらに、会場となる

本郷新記念札幌彫刻美術館の

樋泉綾子学芸員、梅内親治業務

係長にも相談役になってもらい、

展示作品選び、関連イベントの検

討、協力機関への後援依頼、PR

パンフの作成など山積する仕事

に取り組んでいる。 

 展示作品はほぼ50数点になる

見込みで、近く専門業者に委託

して作品の搬入方法、展示レイア

ウトなどを決める。 

 会期は8月29日から9月2日まで

の短期間だが、多くの会員の協

力、支援が望まれている。 

「キタラあらかると」に協力 

彫刻クイズを出題 

桜があっという間に満開となっ

たゴールデンウイークの5月3日か

ら5日までの3日間、中島公園で

催された「キタラあらかると」に彫

刻友の会が参加、彫刻クイズを解

きながらのウオーク・ラリーに一役

買った。 

キタラの要請で友の会が参加

するのは昨年に続き２回目。子供

たちにもっと気軽に音楽に親しみ、

中島公園を楽しんでもらおうという

行事。友の会が出した音楽が聞

こえてきそうな彫刻を探す問題で

は雨の中、「笛を吹く少女像」（山

内壮夫作）を確かめに行く子供も

いて友の会員が解説するシーン

も見られた。 

 

中島公園クリーン鴨々川清掃に参加 

《森の歌》像など洗い流す 

鴨々川を清流にする会主催の

第22回クリーン鴨々川清掃運動

が6月3日行われ、友の会が主導

して中島公園内の《森の歌》など

を清掃した。 

中でも高さが７㍍ほどある《森の

歌》像では、ビルメンテナンスの

専門家の指導で南警察署の若い

警官6人がはしごで高所に上り、

高圧洗浄機で頂上部分の鳥の糞

を洗い流して、作業を見上げる人

たちから思わず拍手が沸きあがっ

ていた。 

 

今年もやります彫刻清掃 

延べ18カ所で計画 

 ここ数年、外部からの依頼など

も相次ぐ友の会の野外彫刻清掃

作業だが、ことしも延べ18ヵ所で

彫刻の保全活動に取り組む。 

 すでに中島公園キタラ前の《相

響》の清掃をはじめ、真駒内第一

公園、ダン記念公園、クリーン

鴨々川清掃運動での≪森の歌≫

など立て続けに作業をこなすなど

意欲的。この勢いで夏から秋にか

けて清掃活動が目白押しになっ

ている。 

7月以降の清掃計画は次の通

り。▽道庁赤レンガ庁舎前《北の

母子像》（7月7日）▽大通公園

《花の母子像》（同28日）▽月寒

公園《永遠の像》（７下旬）▽道立

近代美術館前庭、知事公館前庭

《嵐の母子像》《意心帰》（9月5

日）▽羊ケ丘展望台《丘の上のク

ラーク像》（9月中旬）▽中島公園

《森の歌》ほか（９月30日） 
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事務局日誌 

▼4月5日＝三役会議（2012年度

総会議案書作成準備）▼18日＝

彫刻企画展第1回実行委員会

（本郷新記念彫刻美術館で出展

作品候補選考）▼20日＝4月定

例役員会（総会議案、「いずみ」

40号編集企画）▼5月3－５日＝

「キタラあらかると」へ協力参加。

彫刻クイズ実施▼9日＝第2回彫

刻企画展実行委員会（出展作品

の再検討、展覧会名協議）▼10

日＝5月定例役員会（新年度野

外彫刻清掃日程協議、総会準

備）▼17日＝札幌市文化部など

表敬訪問▼19日＝2012年度友の

会総会開催（市民文化ホール、

引き続き、北村清彦北大教授講

演会） 

編集後記  

▼平成14年（2002年）9月に創

刊号を出したこの会報「いずみ」

が今号で40号に達した。節目の

特集号にはしなかったが、初期か

らから続いた「ギャラリーシリーズ」

の執筆者、原典夫さんに思い出

を綴ってもらった。取材の苦心が

しのばれる。次は50号が節目にな

る。▼懸案だった「巻頭言」のタイ

トルを「風見鶏」に変えた。さまざ

まな分野の人に書いてもらいたい

願いを込めた。      （大 内） 
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本郷新記念札幌彫刻美術館行事予定 
本 館 

■「となりのひと」展 

        会期：開催中～8月26日 

 「北の彫刻展」シリーズを継承する新シリーズ。北海道を拠点に活躍す

る立体作家を中心に現代的テーマのもとで紹介する。第1回は他者との距

離や他者への眼差しをテーマにした絵画や映像作品。 

 ■「市民の愛蔵彫刻展―魅せます私のコレクション」 

           会期：8月29日～9月2日 

札幌彫刻美術館友の会の主催で市民が日ごろ自宅に秘蔵して楽しん

でいる彫刻を公開してもらう市民の手によるユニークな彫刻展。 

■「長岐和彦展」 

          会期：9月5日～9月16日  

■「彫刻家たちのルール」 

          会期：9月22日～11月11日 

札幌二中（現札幌西高）に学んだ本郷新、山内壮夫、佐藤忠良、本田

明二らの作品を紹介し、その影響関係を探る。札幌西高開校100周年記

念事業との連携行事。 

記念館 

 ■本郷新が愛したコレクション 

           会期：開催中～9月2日 

 ■本郷新の部屋 

          会期：9月5日 ～来年4月14日 

本郷新記念札幌彫刻美術館  

札幌市中央区宮の森4条12丁目 ☎011-642-5709 

友の会ホームページ公開中です！ご覧ください。 

http://sapporo-chokoku.jp 
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